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【おもな業種別】 

（１）小売業 百貨店・スーパーの販売状況（令和３年３月） 

 ・概況 

  近畿地域の百貨店・スーパーの販売額は、前年の臨時休業や営業時間短縮の反動などにより、前年同

月比４．４％増（全国 ２．９％増）と１８か月ぶりに前年を上回った。  

 ・商品別にみると、「飲食料品」等が前年を下回ったものの、「衣料品」、「身の回り品」等が前年を上回

った。 

 

表１ [業態別販売額]                              （単位：百万円、％） 

※「X」はデータ秘匿により非公表とされているもの 

 

表２ [商品別販売額]                                   （単位：百万円、％） 

 

 

 

（出典：近畿経済産業局 百貨店・スーパー販売状況３月速報） 
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【おもな業種別】                      令和３年４月の追加 

（１）小売業 百貨店・スーパーの販売状況（令和３年４月） 

  概 況 

  ・近畿地域の百貨店・スーパーの販売額は、前年の臨時休業や営業時間短縮の反動などにより、前年

同月比 ２０．９％増（全国 １５．７％増）と２か月連続で前年を上回った。（対前月 9.9％減） 

・商品別にみると、「衣料品」、「その他の商品」等、すべての商品が前年を上回った。 

 

表１ [業態別販売額]                              （単位：百万円、％）

※「X」はデータ秘匿により非公表とされているもの 

 

表２ [商品別販売額]                                   （単位：百万円、％） 

    

 

 

（出典：近畿経済産業局 百貨店・スーパー販売状況４月速報） 
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（２）運輸業 ＪＲ西日本 ゴールデンウイーク期間の利用状況 

  ゴールデンウィーク（４月 28日～５月５日）における利用状況は前年比で大幅に上回った。 

 

表３ 主要駅の利用状況 

 

 

 

 

 

 

表４ 新幹線・在来線特急・近畿圏の利用状況 

 
前年同期間比 

山陽新幹線 北陸新幹線 在来線特急 合計 

利用者数(万人) ３７．９ ８．２ １３．５ ５９．６ 

前年比 ４９２％ ９５７％ ４６９％ ５２１％ 

前々年比 ２２％ ２６％ １８％ ２２％ 

                        （出典：ＪＲ西日本ホームページ） 

 

（３）宿泊業 宿泊施設タイプ別客室稼働率（全国数値） ３月  

 

  表５ 

                            （出典：観光庁宿泊旅行統計調査） 

 

（４）自動車製造 新車販売台数（全国数値） ４月     

 表６                                     （単位：台） 

（出典：一般社団法人 日本自動車販売協会連合会） 

 
前年同期間比 

大阪駅 京都駅 三ノ宮駅 

利用者数(万人/日) ４．８ ２．３ １．９ 

前年比 ２５０％ ３１７％ ２４１％ 

前々年比 ２４％ ２５％ ３１％ 
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【新型コロナウイルス関連破たん状況】 

表７ 

 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 連合計 全国計 

件数 11 25 157 61 11 4 3 3 275 1,552 

       (出典：東京商工リサーチ 「新型コロナウイルス」関連破たん状況【５月 31日現在】) 

 

【雇用関係】 

表８ 就業状態別 産業別就業者数及び完全失業率                （単位：万人） 

   （出典：総務省統計局 労働力調査（基本集計） 2021年（令和 3年）4月及び 3月分結果） 

 

【観光関係】 

（１）訪日外客数 

  新型コロナウイルス感染症の拡大により、2020 年２月以降順次水際対策が強化されたことに伴い、

訪日外客数は激減した。７月以降、段階的にビジネス目的の入国が再開されていたが、12月下旬以降、

日本における新規入国の一時止や検疫の強化等の措置が取られ、2021 年 1 月中旬には全ての対象国・

地域とのビジネストラック・レジデンストラックの運用が中止された。また、観光目的の入国について

も引き続き認められていない。 

 

表９                      （単位：人） 

 ２０１９年 ２０２０年 伸び率（％） 

１～12月 31,882,049 4,115,828 -87.1 

４～３月 27,768,079 242,223 -99.1 

（出典：日本政府観光局 訪日外客数（2021 年３月推計値）） 
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（２）関西国際空港利用状況 

  国際線においては、新型コロナウイルス変異株の予防措置として各国が水際対策を強化した影響を

受け、引き続き限定的な旅客流動。国内線においては、緊急事態宣言の解除や、例年３月は新年度を控

えて人の流れが増える傾向もあり、便数・旅客数ともに先月より増加。国際貨物便については、旅客便

減少による供給のひっ迫から、引き続き運航便数が前年より増加。国際貨物量は、2021 年１月以来、

３か月連続で対前年増。 

 

    表１０ 

 実数 前年同月比 前々年同月比 

総発着回数 5,272回 -38％ -70％ 

総旅客数 248,091人 -60％ -91％ 

国際線貨物便発着回数 2,380回 60％ 91％ 

国際貨物扱量 70,495ｔ 12％ 2％ 

（出典：関西エアポート株式会社 2021 年 3 月利用状況） 

 

【港湾関係】 

○大阪港及び神戸港における外国貿易貨物のコンテナ個数 

  2020年の外国貿易貨物のコンテナ個数の合計は、月平均で両港とも前年を下回った（大阪港：3.3％

減、神戸港：△6.7％減）が、2021年３月は両港とも前年及び前々年を上回った（大阪港：対前年 7.1％

増・対前々年 3.5％増、神戸港：対前年 10.5％増・対前々年 3.0％増）。 

 

表１１                          （単位：TEU※） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※TEU：20 フィート（コンテナの長さ）換算のコンテナ取扱個数を示す単位 

（出典：国土交通省総合政策局 港湾統計速報、大阪市大阪港湾局 港湾統計、神戸市港湾局 神戸港の統計） 

   

 

【今後の予測】 
○関西の実質 GRP 成長率を 2020 年度-4.7%、21 年度+3.8%、22 年度+1.6%と 予測する。20 年度は記録
的な大幅マイナスとなる。21 年度には回復に転じるが、 コロナ禍前の水準に戻るのは 22 年度以降
となる。 

（出典：（一財）アジア太平洋研究所 関西経済の現況と予測 No.53 2021 年３月２日付） 

 

 

 

５ 



【その他】 

○近畿の主要経済指標 

 

表１２ 

 

（出典：近畿経済産業局 令和３年４月１９日付 近畿経済の動向）   
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